
各教育活動の取組 総合的な学習の時間 特別の教科 道徳 学級活動 生徒会活動 学校行事（RIKUTAI） 学校行事（合唱コンクール 

・展示発表会） 

食育 

（栄養教諭を活用した指導） 

主体性を高めるための

重点取組 

自らテーマや問いを設定し、深

く探究する学習活動を目指

す。 

ねらいに応じた発問設定を工

夫し、対話を通して自己の考

えを深める活動に重点を置く。 

役割分担や問題意識の共有・

解決に向けた意見交換等、自

主的に行い、積極的に参加す

る工夫を行う。 

自分の役割を見付け、互いを

助け合いながら生徒会活動を

進める。 

生徒主体で RIKUTAI を企画、

運営する。 

相手の発表や作品をしっかりと

鑑賞し自他を尊重し認め合う。 

・感謝の心、食べ物を大切にす

る生徒を育成する。 

・丈夫な体をもつ生徒を育成

する。 

主体性が高まったと考 

えられる育てたい生徒

の姿 

・主体的に逆算をして行動す

るようになる。 

・自他を尊重することができる

（自分のことも他の人のこと

も認められる）。  

・自分の考えを一歩立ち止ま

って考える。 

・積極的に取り組み、他人の気

持ちを理解できる。 

・友達の活躍や良いところを

喜び、称えられる。 

・生徒主体で行事を運営する。 

・生徒が自主的に意見を出し

合う。 

・自分で考えて役割に取り組

めるようになる。 

※教員のワークショップでは、実

践のふりかえりのみ実施した。 

・クラスみんなで歌を作り上げ

ることで、達成感や満足感を

得る。 

・他者の作品や努力を尊重し、

認め合う姿勢を身に付ける。 

・残さず食べようという姿勢を

身に付ける。 

・食に触れる機会を増やす。 

・作っている人の顔と気持ちを

知る。 

教員の指導と手だて ・自由度が広がることと主体

性を発揮することが関連して

いる。 

・活動テーマに沿って、何が必

要かを自分たちで考える。 

・道徳授業地区公開講座で

は、事前に学年会を設定し、

多様な意見が出るような発

問について検討する。 

・教員から積極的に生徒の役

割を意識付ける指導をする。 

・生徒が他の人の良い行いを

見付ける習慣を身に付けさ

せる。 

・教員はできるだけ説明しない

で、生徒に任せる。 

・枠組みは教員がつくり、その

活動内容に関しては生徒自

身に考えさせて取り組ませ

る。 

・心を込めた作品に触れ、互い

に学び合う心を育て、更なる

向上心をもつ。 

・全員が発表できる場を活か

し、認め合う意識を高める。 

・担任の先生から「苦手なもの

も一口は食べよう」という声

掛けを徹底する。 

・委員会活動で食の大切さや

体づくりについて考えさせる。 

具体的な教育活動 ・キャリア教育において、調べ

る・話を聞く（第１学年）、体

験する（第２学年）、選択する

（第３学年）、活動を推進す

る。 

・学年の教員が順番に各クラ

スで授業を行う。 

・道徳ゲストティーチャーを活

用し、多様な価値観に触れる

機会を設ける。 

・行事の際に一人一役の活動

を設定する。 

・日誌に良かった人を書いて

発表する。 

・できる限り専門委員・実行委

員・係生徒に説明させたり、

指示を出させたりする。 

・生徒中心の活動を多く取り

入れ経験を積ませる。 

・歌詞に自分の想いをのせて

歌うことができるよう、生徒主

体で歌詞カードを作る。 

・鑑賞カードを書き作品に対し

て感じたことを言語化する。 

・生徒が野菜を育てることで、

野菜を食べることにつながる

ようにする。 

・役割を果たすと「おかわり

券」がもらえるようにする。 

実践を通して見られた 

生徒の姿 

・相手の話を傾聴し、受け取る

ことができた。 

・グループごとに自分が体験し

て考えたことを発表すること

ができた。 

・事後学習では、お互いに相

談しながら役割を分担し、取

り組むことができた。 

・意見が活発に出たことが、他

の人の考えについて深く理解

することにつながった。 

・話し合い活動（４人組）で活

発に意見を交わすことができ

た。 

・一人一役あることで、担当の

生徒がいなかった際に役割

をカバーする様子が見られ

た。 

・気付いた生徒が主体的に行

動する生徒が増えた。 

・生徒同士で応援する様子が

見られた。 

・各専門委員長が、自ら考え

主体的に委員会を運営しよ

うとする姿が見られた。 

・生徒会活動に必要な準備を

自分達で考え、教員に相談し

活動することができていた。 

・（下級生が）「来年は自分た

ちがやるぞ、先輩たちよりもよ

い RIKUTAI にするぞ」とい

う意欲をもつことができた。 

・クラス旗の作成や、リレーの

走順を変えなくてはいけない

場面で、自ら自分の役割を

見付け出す生徒が多くいた。 

・受け身ではなく、声を掛け合

って、合唱練習に取り組んで

いた。 

・上級生になるにつれてリーダ

ーが機能し、主体的な様子

が目立った。 

 

・牛乳を飲まない生徒も根気

強く指導すると、飲むようにな

った。牧場にも行って、その話

もした。 

・苦手なものも一口は食べる

姿がより多く見られた。 

主体性を育むのに特に 

有効であった教育活動 

・漠然としている内容が次第

に焦点化していく中で、周り

との関わりやコミュニケーショ

ンの必要性を学ぶ様子が見

られた。 

・ワークシートを工夫し、理由を

書かせるようにした。 

・ロイロノートなどを活用して

発問することで、他の人の意

見を共有できるようにした。 

・土台づくりを第１学年から作

っていくことで、上級学年にな

るにつれて役割の大切さに

気付く生徒が増えた。 

・事前に担当の教員と、委員

会の内容を打ち合わせること

で、委員長を中心に委員会

を進めることができた。 

・生徒が自分たちで役割分担

を決めることで、責任感をも

って取り組んでいた。 

・実行委員・上級生を中心とし

た活動により、主体性が高ま

り、実行委員が中心となって

クラス練習や体育の授業に

取り組むことができた。 

・競技の勝ち負けよりも、役割

分担にエネルギーをかける。 

・実行委員を中心とした活動

や、事前指導により、生徒主

体の運営をすることができ

た。 

・畑で作物を作る活動により、

食べ物を育てる苦労を、経験

を通して学ぶことができた。 

今後の教育活動に生 

かすこと 

・体験型の学習を取り入れる。 

・生徒の経験値が少ないもの

に取り組ませることで、興味・

関心を引き上げる。 

・次のステップとして他の人の

意見について質問することが

できるようにしたい。 

・生徒同士で良かった点を共

有できる場面を作っていく必

要がある。 

・専門委員長以外の生徒に

も、生徒が運営していくという

意識・行動を普及させてい

く。 

・リーダーとして全体の前に立

つ責任感や経験を多くの生

徒にさせる。 

・生徒が主体性を発揮できる

場を効果的に設定する。 

・教員により、活動の意義や方

法を共有する。 

・リハーサルや他学年の練習

の見学を継続する。 

・生徒が献立を作る、野菜を作

る活動を充実させる。 

・情報発信と経験による学び

が次の活動の意欲につなが

ることを教員も意識をする。 





→

→

゙





◯◯








